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1 この年報は，調査の速報を編集方針とし，全所員が発掘調査と整理作業にあたった。

調査概要の作成にあたり，次のとおり分担し，小松昭雄，千葉聖代が全面的に協力した。
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2 この年報と現地説明会資料の記述に相違がある場合は，本年報の記述を正確なものとする。
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昭和49年， 現地に「秋田県払田櫛跡調査事務所J を開設して阜くも 3年の歳月が流れまし

た。この間，諸々の!問題をはらみながらも。基本的には開発計画・現状変更等に対応すると同

時に，遺跡の性格把握を主眼として調査を進めてまいりました。

昭和51年度は第 1次5か年計画の第3年次自にあたり，第9，10次発掘調査を実施し，その

結果，堂々たる築地跡、や多量の土器の検出等を見，払田柵跡における内郭線の在り方，土器の

編年等について安多くの興味ある事実が判明しました。とくに，築地と角材列が連続し両者が

併用されて内郭を画した時期があり，内郭北門同慌に内郭線が造り替えられたことなどはこれ

までになかった知見であります。

この年報は，これら発掘調査の成果の概要をまとめたものですが，これが学術研究上並び、に

遺跡保存の一助になれば幸いであります。

文末ではありますが9 払田栂跡の発掘調査については9 文化庁記念物課参奈良忠立文化財-研

究所，顧問の秋田大学教授新野直吉，宮城県多賀誠跡調査研究所長氏家和典の問先生のご指導

を心から感謝申し上げるとともに，地元仙北町，同町教育委員会多千畑村および同村教育委員

会，土地所有者.作業員の各位からは一方ならぬご協力とご援助を賜わりましたことに対して，

くお礼申し上げます。

昭和52年3月紅白

秋田県払田櫛跡調査事務所長

品 橋 司
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払田村は，秋田県{u北郡{JLJ北町大字払旧 a 千知;村本堂城廻にある。遺跡はヲをfL物}11のiトl流

域;こ近い秋田県大rHlTilの京方不']6 klll，横手盆地の北担[1，仙北平野のほぼ中央部に位置し?第 3

i也にある。

明治39午頃から

によって，

5よ11:を!I:jしにラ北側のわ}!I .矢品}!1 .伝!Jの丸子jiiに阻まれ

されたj主木が，地元の後藤宙外氏 e藤井東一氏の

と理容されヲ遺跡解明の糸口が閃かれたのである。昭和5年10月?

文部省嘱託上回 によって，京北古代城捕で、は最初の学術調査のメスが入れられラ

に，遺功:の!j:iJ昨日を実証したことは，まさに具であった。この調五結果に基づき，昭和 6年 3

月 30 日付回指定史跡となり，本格的な f~平明を将来に託したことは，今日においても記憶されて

もよ Lイごろう。

昭和48':F皮に入~) .指定地を中心に「仙北地区新農村基盤総合整備パイロット事業J が実施

されることになりヲ計i亙どおり実泊されれば，遺跡は壊滅しヲそ正，痕劫;さえとどめえないこと

は必至であった。このため，当教育委員会は予この重要な遺跡を保護するため基礎的な発掘調

査を促進して，遺跡の実:古を把握することとしラ昭和49年度現地に地方機関を設け，本格的な

を開始した。調査を開始してから 3年を経過し，第 1次発掘調査の空白を埋めるよう

に新しL

あずかり，

管理団体{山北町当局および地域の人々の深レ理解に

となっている。しかしながらラまだ多くの問題と

をかかえており，

われており，なおー患の

関係者の理解と協力を仰ぐと同時に，史跡保存のあり方が

「払出，間

1， く♀

されている。

.，，_ 
J 
-->. 
」ー li}こ5

2.開発計画に対応しうる基礎調査の促進

① 内，外郭:京の位置と構造，変遷の概要把握

② 内，外郭間の発掘調査の促進

③ 管理計画策定資料の収集

.:3.現状変更届出に伴う緊急発掘調査の実施

4.史跡保存のための基礎資料の作成

- 2 -

の基本計画が立案された。



上記の基本計間に沿って嘗昭和49年度，...，，50年度開予第2~'大，...， 8 次発掘調査が実施された。調

査の概要については次のとおりである。

1 .昭和49年度は，基準測量調査として参指定地内にコンクリート柱35本を埋設しヲ

成果簿.J '基準点測量網J を作成した。昭和51年度においてもヲ既設のつけかえのほか6本を

新規埋設した。

2.内部線の調脊は予第 2次発掘調査として内郭北門限1[>，第 3次発掘調査として築地t7と遺構を

確認した。内郭北門跡:はラ戸、ntfJ r!~ の掘立柱建物で9 新!日 2 時期あり 9 角材列も再建されている

ことがわかった。従来予内郭線はヲ北1JliJにしか存在しないとされていたが，長森丘陵東 e南側

において築地状遺構が発見されたことから， を取り阻むように内郭線があるだろうと

いう見通しがえられた。

3.外郭線および外郭地区主要地域の調査は?第 4，...， 8次の発掘調査が行なわれた。このうち

4 • 8次は現状変更局出に対応した緊急調査であった。外郭線の調査は9 第4次発掘調査と

して，北東部の一部を調査対象としたがヲ角材列を発見することができず，タト郭線の位置につ

いて9 新しく課題が提起された。第7次発掘調査は9 タト郭南門跡:を発掘し参八脚内の掘立柱建

物跡を再確認した。当地域の土境 CSK告のからは9 「嘉祥二年五月十日J の年紀をもっ木ノ詩

され歩出土土器とともにラ絶対年代の決定ともいえる貴重な資料を発見したことは特記

:してよいだろう。

外郭地区主要地域の調査としてはラ第5次発掘調査として参真山西端部を行なったが雲主要

遺構の発見はなかった。第6次発掘調査は，外郭西門跡の東根，IJを発掘し多竪穴住居跡を発見参

一括遺物の

料館J

とともに歩今後の検討資料となっている。第8次発掘調査は， '1山北町民俗資

う事前調査として実越したもので，主要遺構の発見はなかった。

2次~第3 ざし安第 1次5 させなが

ら本年度の事業計画が立案された G
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車調査的計画

昭和51年度の発掘調査は「払田柵跡発掘調査要項J に基づく，第1次5ヶ年計調の第3年次

にあたる。さいわい発掘調査費については，秋田県の要求額どおりの国庫補助金の内示(総経

費800万円のうち，国庫補助額400万円〉を得たので多次のような「昭和51年度払出楠跡発掘調

査計画(案).Jを立案した。

1器発掘調査計面表

第9次 内郭線北東地区 9201!t 5月--8月

外郭主要地区
第10次 4001，t 9月.--12月

(外郭南門跡北側地域)

メ口L 2 i也区 132071t 

しかしながら，第 9次発掘調査地区内での予想外の遺構の重なりや，そのための精査の手間

どり等に加え，例年にない天候不JI頃等によれ調査の進行には当初の予想より大幅な遅延が生

じた。

昭和51年度の発掘調査の実績は以下のとおりである。

第2表議議議査実譲表

第10次 | 外郭南門跡北側地域 400d I 10月27日-12月11日

なお，年間を通して出土遺物，資料等の整理をおこなった。

-4-
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lV 第 握調査

1 調査経過

吉次発掘調査は仙北町大字払間字長森23の1番地のうちヲ 約920，，[を対象とした。 当地域

は払田柵跡の北東隅やや内側で，想定内郭線長森丘陵の北東端裾部にあたり，外郭東門へ
は在

線にして約200mの地点である。本調査は， ①昭和49年度第3次発掘調査で発見された築地状

遺構の性格と構造を究明すること。②昭和5年の調査により推定された内郭競角材列の本調査

区内での位置じその構造を明らかにすること。 ③築地状遺構と角材列との関連を明らか
にす

ること。などを目的として計画された。

昭和51年5月10日---19日まで，誤IJ量原点〈λ10.17)から調査区に誤lJ量原点の移動，器材の搬

入 9 表土の下払い，発掘区の設定等を行った。 5月初日，調査区東端部の表土の除去を開始し?

向日，合わせてs 調査区東端で断面観察のための南北トレンチを入れた。それによると，
第3

次発堀調査検出の築地状遺構は基底幅2.7m前後の築地であることがわかった。(これをSF

75築地跡とした。〉また，築地のほぼ中央と北側端には，築地積土を切った溝状遺構の存在す

ることが明らかになった。この観察結果をもとに同紅白から西方に表土除去を開始した。
表土

はうすし lO-20cmで築地本{私あるいは崩壊土にあたる。しかし歩調査前まで当地域には樹

齢40~50年の杉林があったため歩その根が築地本体9 その他の遺構に深く入りこんでおれそ

れらを掘り上げると遺構を破壊する恐れが生じた。このため根を遺構上面で一本一本切っ
てい

くことにしたが，藷土に含まれた角醸等も多く作業は難渋を極めた。 5月31日までに調査fR東

端より西に直線で約13mS F75築地跡を検出し，同時に溝状遺構も SF75のほぼ中央(SD77〉

と北担.IJ端くSD76)を走ることがわかった。 また， S F75本体上面で. S F75斡J線に対し直

角に左右の土色が全く異なる箇所があれ穣み手の違いであると推測された。 5月2日にSF

-75の民rr面観察のため11I高1mのトレンチを入れた。その結果， S F75築地跡は基底幅約3mで，

その中軸線中央と北側端にSD77. S D76のあることが明確になった。 6月14日までに調査

区東端より約30m西までSF75築地跡の上面等を検出し，築地崩壊土を切る SA78， S B79， 

80， 81を検出した。 SF75築地は約30m直線で，その上面観察より 5-6mくらいの間隔で積

み手の違いが見られた。 6月16日よりは，一時調査区の中間をとばし，調査区西端部に移動し

た。雑草等の下刈りをし，推定角材列線のボーリンク守探査を行ったところ，調査区西端よ
り約

-9-



40m前後の地点で角材にはあたらなくなり，向地点が築地と角材列の接点部分と思われた。同

17日より表土剥ぎを行い，接点部分ではSD77溝状遺構の延長と思われる掘り方が表土の下に

見え，ボーリング探査によって，その中に角材が存在することを確認した。同26日には，この

接点より東側に断面観察のために幅 11!tのトレンチを入れ，築地，溝状遺構のあることを確か

め. S D77とSD76にそれぞれ柱アタリと思われる跡を検出した。その後，残っていた築地部

分の検出につとめ. 7月13日まで全長約70mにわたる SF75築地のおおよその姿を見た。なお

この間ラ 7月5日， 6 Sに第 6回の顧問会議が関かれ参新野ヲ氏家両顧問より適切な指示を得

7こ。この後築地寄柱等の検出につとめたがp 位置や規則性に乏しいものばかりで，明確にその

姿を提えることはできなかった。またSD76， 77等の掘り下げも行ったが，上面及びその途中

では柱アタリ等はつかまえられずヲ結局は底面まで下げてみなければわからなかった。これら

と並行して調査区西部において含角;討列の部分的な籍査を行ったがラ掘り方の見えるレ

ベノレでは角材のアタリを捉えることができなかった。角材列の掘り方は二条あわ北側の掘り

方は南側の掘り方により切られていた。南側をSA82，北側を SA83とした。 7月30日より本

格的に角材列の検出につとめ歩 8月9日までに完掘したところ， S A83はSA82よりも古くヲ

S A82は部分的に三列になることがわかった。この間ヲ西端部においてSB87の掘り方を確認

した。その後歩調査区全域にわたり残された作業を行It'， S B80はSD77をまたぐ東西棟二関

一間の掘立柱建物跡、であること， S D76は部分的になくなるが，その西端部では柱アタリが存

在すること等を確認した。 8月12，13日にはヲ築地と角材列の接点部分を掘り下げ， S F75は

それ以上西にはのびず歩 SA83はSF75の中軸穣に一致すること多 SA82A • BはSD77に連

続すること等を確認した。その後9 写真撮影のため全域の清掃を行いヲ 8月17・18日の両日写

真撮影を行った。その後. 8月24，25日の第7回顧問会議によれ細部にわたる指示を得た。

同28日に辻多現地説明会を行い安 30，31!3の雨宮安東北吉代域櫛宮密遺跡発掘担当者会議を現地

で行った。

9月2日より実測j量り方を設定し. 9月6日から実測を開始した。しかしこれと並行し，土

層断面，議状遺構乃掘り下げ等の鶏査や補足調査などを調査区全体にわたって行ったため，調

第3図 S F75西壁断商関

-10-



査期間が予想以上:二延長されることとなった。埋め戻しに入ったのは10月22日で器材の運搬等

も含め，調査が全て終了したのは10月27日であった。

第4図

S F75積み手の長さ
模式図(単位cm)

2 発見遺構

本調査で検出した遺構は築地跡 1，溝手C遺構2歩角材列ι掘立柱建

物跡5y柱列跡4.その他である。(第 2図)

築地 (第 3，4図歩図版4. 5. 6の 1) 

SF75 より西北西に約68刀lほど直線で発見された築地助:

マハ
U:
 

l
r
p
u一で に利用されてL‘るがラその漬存:jた熊:土

あうた内 まず(黄褐色地rlJ士の上の〉 ム
ヂ
}

11I高10-13mにわたり主出ならしをし?その さO.2~ ら-7m. 

0.37/1の版築による を造る基礎地業を行いp その上のほ;王l:j:::J

3 1ll 0(;J10尺〉の築地本体を築くものである。本体積土;土

日者褐色粘土ヲ

中にはこぶし大から

を丹念に五層に版築したものである。

をかなり意識的に使用している。

築地本体全長にわたり，積土の土色の違いが帯状に観察されヲ築地車IE

棋に対し 、がわカ‘る。 その 1つの単位は5.6m前後の

1 ー}u - く第 4図のごとくである(単位('111)。なおヲ ふ
も
」

においても見られフ 2か所のl折田観察によれば， 感土整地層上回より

O. 7~O. 81/1 工程をj蓮えてし、る。(第3 • 51ヨ)

と足、われる柱穴が検出されているが，間隔が

'
J
Aい
}

不規則であり，部分的にしカ しなL、。寄柱については不明で忘る。

主た多築地本体両外相IJ約0.4-0.7mに築地に並行して並ぶ浅いー柱列jl弥が

分IJ0にある。径30-40el!lの円また ほとんどで，間隔にばら

つきがあるが，約2.2~3.0 7ll である。盛土整地層上面より掘り込んでい

ーア -，-....__.，.-: 
/OJ V) に， を築成する際の と思われる。

築地本体上り 4~5 1/1 南に土取り穴と思われる掘り込

みがあった(S X88)。

後に掘り込んだものである。

るSA85柱掘方はこの土取り穴を理めた

溝状遺構

-11 -



N' 
36.00m-

第5図 S D76， S D77臨壁断頭図

S F75本体中央と北〈タト){W]端にSF 軸線と並行する一

'8D77 S F75本体積土を切り， r!iffi約0.5711，i茶さ約O.3，..._，1. 1 77l ，断面深い

↓

〔

U
品約一

を呈するi罪状

遺構で， S F75本体のほぼ中央を東西に走り，築地西端部ではそのまま，後述する角材列SA

82B • Cの掘り方に連続するものである o (諮問図，図版15の2ラ 16)。掘方底面は丸い鍋底状

るが9 粘質でしまりのある黄褐色土と らにし している。

i皇土は築地崩壊土に似た褐色の細かい土であるがヲ中に築地積土にも用いている角礁を含んで

いる。また，掘方底面で柱アタリに似た土色 、，あるL、は硬さ られる所があり，

角材ないし丸太材が立ってレた可能性がある。埋土中より 9 赤褐色を呈しラ底部回転糸切り離

し/ tJ.. ¥ してレる。

8D76 音1)分的にとぎれるが. S F 75:.qs::f本タト〈北){員.IJ端を るようにして掘り込まれた

溝状遺構でヲ築地崩壊土を切っている。 r幅約O.41ll， 深さ O.4771~O.811l， 断面深いU字形をな

すが，底面にはSD77と同様の理土があり平らでかたい。

がある。角材か丸太材が入っていたものと考えられる。埋土はやわらかL、赤褐色土であるが，

出に行くほど硬くなる。 SD76がどのような性格

免材部 (第6回l，図版9芳 10，11， 12の1) 

S F75築地西端より西北西，内郭二!と門方向に連なる角材手Ijは部分的に 3-4?i1Jあり，今次は

あるかは不明である。

全長約42771検出した。角材列は大きく二時期に分けられ，北から SA83， S A82A， S A82B， 

S A82Cとする。角材はし、ずれも 方形で，手斧でてL、ねL、に面取りし，筏穴のあるも

のが大部分である。(筏穴の有無についてはほん しか調べていなL、。調べたかぎりでは

大部分あった〉。角材の材質はSA82Cを除き全て杉である。 SA82Cは杉材の他に一部広葉

樹が使われている。これらの角材列は直線的ではなく，南側にわずかづ、つ屈折する。

-12-



N?-¥ 
A-一一

B-

E一一ー

日ー一一 35.50冊目一時8

jii叩叩DbQ白口自白呂田h:qmpJL:

第5簡 S A83， S A82A'宮.c実測髄

SA83 古い角材列で，新しい角材列(S A82)の掘方によって切られており不明な点も多

v、が，幅約O.5m --0. 8m，深さ0.7-0.9mの布掘りの中に角材を立て並べたものである。角材

ば抜き取られたジして一部を欠くが，一辺27ClllX23cm前後のものが多く，主に長辺を軸線〈東

- 13 

35.50m-ー-A

35.50 m-s' 

35.50m-c' 



ている n 角材と角材の間隔は 1~ 2 Clllないし数Cl/lである σ 主で入

SA82A 蕗.c S 

っているものが多心現長30-60Clllあわその下には部分的に小さな礎板が敷かれているとJ

を切ってヲ SA83の南(内〉側に造られた角材列であるふ

rl謡O.8-0.9m.深さ0.8-1. 0 mの布掘りの中に 2-3列 (SA82CはSF75築地と角材子Ijの接

点よリ西に5.7 m ，_， 14.2 mの範囲8.5mしか存在しない〉の角材がほとんどすき間なく立ち並ん

でし、る。これが時期をかえ

話会82A <1列の角材列中多角材の大きさ 9

ていねい ものである。

く多材と材との間隔は立 5~ 3 CIIlとせま L、。

どであるが歩中には80C711:ilIいものもある

シシ£
ーー ¥_ u ている合 〈図版11，12の1)G S F 

カ込i土 とら -~ 
1)ト〆 ) Iこ。

された深さ，材と材と lこJ_31.、 1 
u 

x27cIIl前後のものと22cIIlx23cIIl前後のものが多

ろ
v
の長さは60clIl ものが(王とん

はほぼ平らでその下には軸線に対し横に小さ

レ おいてはヲ S

D77溝伏遺構の中にこの角材列の東端部が検出された。

SA82B S A82Aのi南(内)倶JJにある角材列で. S F75に近づくにつれSA82Aに接近し，

約5~ 6 C711の間隔しかなくなる。 SA82Aと同様にSF75との接点部分ではSD77の中より

出された。遺存する材は東側ほど短かくなに 20cI1l前後である。 より高く約

25-30Ciil上にある。材の下には礎板を有しヲ SA82A 

ある。角材列の屈折する場所，角度も SA82Aに似る。

SA82C 今調査区内では，わずかに約8.5711し

内){J間にあり，

なり杉材の他に広葉樹をも

している。

いている。材の下には礎板を有するものも一部あるが歩その

る材は長さ約30cm前後のものが多く p 中;こは底部は掘方底部より30.-40cmも上にある。

腐朽してアタリだけ O
 

T
〔
U

弘山U
 

T
吋
u
h
J
 

一一
J

J
川
、

k

と同じ礎板の上に材がある 4 
t.J 

しない角材列でラ 4列のう も南 L

は大小かなりのばらつきがあり 9 地の 3列と呉

なお多角材には丸太一本加工，二つ割加工予四つ害1]加工があり 9 そ子角材列の各々の数量は以

下のごとくである。

調べた本数

S A82B 30 

S A82C 18 
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守主

G
d
 
第7国 S岳部， SA78筆 SA84等実測国

擁立韓建物跡 a 詰列跡

(第 7• 8・9• 10. 11 • 12国，図版13，14， 15の1) 

と西端部におL、て予いくつかの時期の異なる掘立柱列が

した東西棟2間x1間 であ

検出された。それらはヲそれぞれSF75築地歩 SD77j滞状遺構， S A82 

.83角材列に

SB80 

L.各々に係わりあるものと考えられる。

アd 5m (15尺)，染行2.1m十2.1m (7尺+7尺)

であるじ柱掘方はややふぞろいで. 1 m xO. 8111前後のものが多心深

さは0.3-0.5mと浅¥，、。柱アタリは検出できなかった。柱掘方は SF75築地の崩壊ことを切って

おりラ SD76溝状遺構より新しい SD77をまたぐ。

S蕗79 S B80の東側iに検出された 4本の柱列で， 桁行 1間 (4.57n) 梁行 1問(1.8m) 

以上の掘立柱建物と考えられる。掘方は築地崩壊土を切っており浅く. 2つの柱アタリは径約

- 15 -



30clIlである。

S F 75本体南1Jl，lj端より約2

m離れラ 中最h繰 に3し

二本 1m十3.1m)並ぶ柱列である。

に横出されタ

1. 2 沼 ~1. 5 1ll のm各円斉会 j奈さ1.25 m 

7J、

アタリがある c さは径約30

!'1f1である。(詰S図 3 図版15の1)。

しまりのあ

;こj混じり

J 
{ 、 あまり時間を

る柱穴はなし南部jにも 6m 以内には存在し fこ t

ム
路
一

円

h

v

}

思

うふ一陣
一台一一

間
出
都
議
一

n
O
R
H
m
 

議

5

干支
〆'"人

今宮 判長ー

にし /ιJ 二1ご
£ミ

替えられたものと芳え!れる。北部jにこれに対

;土← 3!!lX l~ 岳山円

SA78 F75本体出誤IJ端を

はなLコ理士はかなリしまーノてt3:)多下部

られよニ 3 ム
ゲ
}

;こより ど切らてL、るがラ A84 

る。

_，_ 
主コ

，~ 

，~.J 

"η 
'" とふ考えられ

1 m xO. m 

計るじ 〈第 91三i 三

SA81 より k(']13m iIS予 S

7 

L〆 p

タリはなく含

1.8m x1.8mである。

S霊37AeBe 

ln η1 !討utlJに検出され

A.Bに し，

図版13の 1)。角材安IJの反対(北)側は発掘できなかっ

ど)1))でヲ L、たがヲボーリン

も角材列をまた 2問 11前 と宅

'ヲ。

円て、心小己、'-- ， 十 i HI  
¥... i寸之、二 Eこ九 上 /11 

掘}J' アタリ j/:

.)-，よー
l+..iJ亀〆 J

;ι乙、 4仁、で三25刀l 157nで電 ，~ 

(内){日IJにある 3

;士.C_、，心

ある SI¥82 

ぶ。(日lO[叉[，

にはそれぞれ切り合いがあり，古いえらhる。

16 
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第2図 SA78-2掘方額面図



算出国 S 887 A ~ ~ c実灘間

第11密 S邑S7A-L
8is-l顎方欝蕗臨

争4 5 
35.00m一一一

第12臨 SB87B 乙87C-2

JこA.B Cとする。 BとCの切り合いi菊i系は捉え得なかったが9 ら判断した。

藍87A ヲ7ilX 1. 15m 

き*1、な百五立kりのある

1. 95 m十Lヲ5m等間である。

の;ま(ま

、3♂
のつ

を立てるもので?

〈長nllえ1，l:;c!)~反13の 3) 。 ¥..，' 

惑は を切ってお 1) より新しL 1 7ll 深さO.8mの

i宇 ~27cl/l の面取りのある てし、る。 に傾いて

、、 ャア
v 、 "...~o より 751，月十1.6mである c 仏， 121苅， I泣Wj13の2)

可L
I;y' 
」 らえられなかっ

つ 7ヂ{ 料品目1(]:1. JJ1十 6mである υ (第121:X1，I支!版13の2) 

- 17 

~20clll で ffi]ll>z.りのある丸 」レ

ピヴ



4 

r
h
d
 

5 

第13密 出土土器実測図

。。 遺物

2 

8
 

(第13• 14図，図版17)

本調査では安全般に遺物の出土量が少ないじ土師器9 須恵器，克の{邸主見るべきものがな¥

土師器 図示できるものは高台付杯 1点である。他に内外国赤褐色で回転糸切底の再調整

のないものが，小さな破片でSD77やSA82掘方内. S B87B • C掘方内などから出十してい

るn 第13密の 1，土内面とタト言語口縁部黒色の高台持杯である。全体の約士残存するのみである

が，口径15.2cJn， 器高約6.5clllを計る。内面はユビ等で横方向にナデたあと， 口縁部を斜め?

ないし横にへラミガキし，最後に底街中央から放射状のへラミガキを施している。外面には口

縁部から体部中位まで横あるいは斜めの~ラミガキ疫がある。その下は摩滅が激しくミガキの

有無等は不明である。口縁頂部には 3~4 条の-'-，ラミガキ痕があり，やや平らな面となうてい

る。底部には外に弱々しくふんばるような高台を有するが，ほぼ杯部を形造った後に付したと

思われる。全体として土器内面は非常になめらかで凹凸はない。これに比し外国は不規則な浅

L、凹凸があり 9 ロクロ不使用のものと考えられる。(図版17の1) 

須恵器 いずれも破片であるが図示できるものが蓋2，杯4.高台付杯 1，蜜底部2であ

る。第13図2は， S A84-2掘方内出土のもので，天井外面に墨書があるが半lj読できなL、。外

- 18-



面ヲ体部と天井部の接点に右方向の回転へラケズリが施してある。全面青灰色を呈し焼成は良

好である。 3の天井外側全面に右回転へラケズリが施されている。 4はSA85-3掘方底部出

士の杯でラ底部は回転へラ切り離しである。底部から体部下半にかけては丸味をもって立ち上

がる。再調整はなL、。全体の約315しか現存しなL、。(図版t7-4 ) 0 5は築地崩壊土中より出土

のもので?内外面ともに肌色がかった灰自色でやわらかくヲナマヤケの感じである。患部切離

しはラ右回転のへラ切りである c 再調整はなL、。 61主体部約古しか残存しなL、。底部は左回転

のへラ切離しでラ{本部との境にへラケズリ痕が 1条ある。図示できなかったが， }ま部だけの破

片でこの土器にかなり類似し， 左回転へラ切離しのものが 1点出土している。 4-6ともに

口径 1に対する底窪比は0.64前後である。 7は深い杯で内外国のロクロ目は顕著でないc 口径

11.4Cl/l 4cm， 2clltを言1-る。底部は へラ切り離しのあと倒立さ ヲケ

コ i)を施し，そのあと寸ヂ、を行なって 9 底部端に2 を描いてレる。;尤線と沈繰の

:i 6聞でヲ本来この部分に高台を付すためのアタリであったと考えられる。 8は体部約%の破

外面に顕著なロクロ白を残す。 高台は付高台でほぼ垂直に立ち，高台内端部が上がる。

底部切離しは不明だが回転の~ラ切りと足、われる。 7.8ともに内外面灰白色で、焼成はやや良で、

ある。 9，10は小形の査と思われる。 9はうすL、青灰色で，細かL、砂粒を多く含む。 10は日音青

灰色で、焼成は非常に

良くしラ かたL

!底ま部切離しは右回転

j刀)ラ切リでで、9 ケズ

リ;土施していなL、0

9， 10ともに高台を

際に， アタリ

をつけたようで(沈

線)， 10は高台を付

したあとそのまわり

こ!ご./~フ で軽

くおさえている。

瓦(第14図，

Jヨli坂17-11)

調査区東端部，掘

第14図出土瓦拓影図

- 19 



立柱建物跡9 柱列跡周辺より平瓦片が時点出土し 9 接合の結果2儲体となった。

国示したものは幅27Clll手厚さ2.3c711で? 表面l吉正格子タタキ自歩 裏面には布日痕がある。表

裏の側縁と側面は手持ちのへラケズ!Jを主主しヲそれぞれのタタキ白雪布呂痕をケズリ消してい

マム》

ヰ

(1) 

昭和訪年度第 3

て

おしちて安長森丘陵東 e レ一一一心

認され多 「内相~_jと呼ばれて L 、た内郭耀角材列と p レ

なっていr二G nu 
3 L、フ 1 )はヲ

{本基底!幅約 3m (約10尺)の堂々たる築地であることが判明し e 角材列と直接に接し，

ることがわかった。

築地は一部にかなりの自IJ平を受けていたが課して残りが良い。このためその 苦r~

にではあるが観察できた。すなわちテま 築地を造ろうとする斡線にそって e

10-13mにわたり地ならしをし多その上にIp高6.-7171ヲ厚さ約30clIl るト品 1: ... -
築き，そのlまぽ中央部に築地本体を るものである。この際注目されるのは歩

、である。 1会出し 、カミありき に対し

さ 5.2m~5.6m 厚さ♀. 7m ~合.8m ことを l回の工程としていた。主fニタこの 1つの

たやわらかL、部分のあることもある c CI%l版6ーし

2 )。そして舎 でもよるものでなかろうかと されるような

っかあった。すなわち 9 築地崩壊二i二の中 そのままの形で残っている

ちょうど 9003 し

ちたと忠われる て VJ に にそび)

ままのせるとすると予築地本体の高
L や vザ」レマ -+ 
}こ/

ら を除き きではなかったものと考えられる。

築地崩壊後歩残っ し る (S 。その架〕歩

なものとはとうでし その西

えるならば 9 こ

ること

中には 9

ること端部で 中

るい ていたものと思われるつ

- 20 
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間
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如

何

ぽ

ル

ヲ

新

・H
H川
d一UY

や

3

れ

に

さ
ー寸・
33
へ貝
'七

1
H
H
H
J
 

rア-AA 
h
ソ

'
H
J
l
J寸

f系のあることがわかっ

レ♂〕

見るtsら

列SA83はそ

いてSF75築地西端部中事!]J

る。 S A32AとSA323と

第函)

町怨丹城跡、歩

するものであると考えられる。しかし 9 それら

のそれである。(注 3) 

Al 

，，e¥、
であるが払出ネで;土，

~L田橋跡内 e

査 L第1

1-
，~同

第15毘 S F75， S D77， S 83歩 S.482等実測罷

は不明であるがタ に手、ては S D77百

された。 謎って多 S A52AsB 0 0 ¥ 

角材安Ijにそれぞれ伴うものと考えられる あるい

およ ら推測すれ 可}

されている櫓跡あるいは歩そ

取 1)付{一子 l
tcl-， ¥1 

(L、わゆる 5 ，-'1-

iよヲ

~12)てっき出ていたと

4 しカ瓦し

ナ .. .----.，. ---;-.:3;:_..---:-いヱ f 拾に¥
… '-二ご \.~ ¥(乞:_) C ¥，，!_J_'_' /' 

を増すにつれ安そのよう

9 を進めた。 らし、うと tム田柵跡に

には築地を意図したものであろうと帯えられる。しかるにヲ角

{/l しかないとは脅え

f ヘ -"l:.. W~戸時、 ふー 1.1 
_Jミ f_j-i¥.. ¥，.こ¥{.j 

」争、ニι 斗
tふ U' i_lr 

fう その他の遺構は検出されなかヮたしヲ後世にそれ

れfことは あっ fこO さらに雪角材ylJの事足り よ

地表面より約 8~ 1 7llほど下にあり， 少なくとも地上 3~ 4 mの角材がト分に立ち得たも

っと推測される。また惨 、角材列と し?新しし、角材ylJも崩とはお互いその

し にffilら る。これら角材列のあり方ヲ角材"yJjと築地， Ifl与状

- 21-



遺構との関連，角材列や溝状遺構をまたぐ掘立柱建物跡，内郭北内への角材列の取り付き方p

立地条件等を合わせ考えるに 9 角材列は地上に頭を出し立っていたものであり(注 6)参払田

柵跡における内郭線は少くとも 2期考えられることになる。

新!日の内郭線のあり方は以下のごとくである。

①古し、内郭線 二二長森丘陵の南@東 e 西裾には築地を築成し9i底湿地(北二現水田)に

は角材列を構築する。第吉次発掘調査出土土器等からして 5C前半に近

L 、ものと思Lわ ~G る。

(芝1新しい内郭線ココ古い内郭線とほとんど位置をかえずに造り替えられた。低極地は古

し、時期と同様に角材列でラ以前築地であったところは崩壊した築地の跡

り角材(あるし、は丸太材?)を立てる。

なお p このことにより想定される内郭線の大きさは歩約束西770mx 

jよる。

また各遺構間の関連は以下のとおりである。

S F75 

!日 IS FOl 

S F02 

S A83 

S A03 

S B87A 

S A85 

S A84 

注1 rr払間栂i跡調査事務所年報1974j]秋田県払田概跡調査事務所1975年。

771 レ

S B02 

注2 板矯j原，佐々木i取札 『陸奥田?忠丹城』岩手県文化財調査報告第20集， 1972年。多賀城跡:一昭

和47年度発掘調査概報』宮域県多賀域助:調査研究所1973年。 if秋田城跡一昭和50年度秋田城跡

発掘調査概報J秋田市教育委員会1976年。

j主3 注 2の『多賀域跡一昭和47年度発掘調査概報』の中の内郭築地内側の3---4列の村:571Jに類似性を見る。

注4 上回三平， r払田柵跡」史蹟精査報告第31938年。

注5 桑原滋郎:r東北地方における城棚の外郭線の構造一特にし、わゆる棚木について-J研究紀要面，

宮城県多賀城跡調査研究所1976年。

注5 注 lに同じ。この中で角材列の地上における高さをそれほど高くないものと想定したが第9次調

査結果からは本文のように想定される。

22 



Y 第 10

官 爵3華経過

第10i:大発掘調査は仙北1I可払出宇1[11谷地62-1番地内，調査面積400m' (121坪)を発掘した「

門と内郭問

1 
J 

に一

'r/r 門

Iil'J I された同地内北側
」レ?ア

ヲミ〉。

として，木簡が発見された土地 (S五60)北側

について石することを自的とし fこO

3週間余も 81 
十唱 の到来三:子

想、 :ilた 1号月27予 28日に ゲリッド をおこないヲ に排7Jすきを

柄ることにした。 11114日カミら FFライン北fl3JJ1 IIIを残し，

) j:lJぎを開始した。 8[=1から (第E層)， 10日から ]['層)

と，言、ピッチ をj些め， F L65 .66カaら下足太( を発見し接合できた。 11月12日

SK況@泣が確認され， S K91には炭化物と共に仁器が多量に入ってし‘るのがわかった。 I71 

66 . 67， F J 66 . 67付-近からは土器，石器が集中しているため精査したが，遺構は確認できな

いた弓遺物はSX90 として取り Lげた。 15 日カゐ九黒*~色::1二層(第直層)に入 i) ラ 16 日には第

12 i;-木簡， S X93 • 94と発見，昨年度のj二(S K60 . 64)と同様な遺構，あるいは住居跡と

-，芳えら:JLこ。 調査iι!と担1]を東西;こ走るfnl道(S L9いがあることがわカパ)，十ラヲヤ+ギrJ_

と -)Iil などが埋もれていた。この時点で?第E窃 II1)記と第重層との問，- L-

!IHっ量と;こ著し L、差があることに気づし、た。第 II. n 'J員には， 七師器が80~90% ，須恵器10~

20川であるのに，第藍層では-[っ I~~î器が65 f;{) ，須恵器が35%で、ある。第1Il 1醤の Hlごと量は第 n . II' 

\f1 より 70~80% も'レえか J た。 l1 J-J24日均ミら紋灰Wi質上層(第iV層)を掘り始める。二円第

[V!計 rl~l を 10-20c1/[ 41111 i)始めると黒色炭化物(2 ~ 3 CIII) を専七、た上うなところが， F K64・65ヲ

F L64 .65噂 66の範fJJ:lだけに認められた。 26日;こは FJ 65治、ら石裂がJ錘車 tJ~ Jt.I:lJ土した。第五TJ語

，11日:土器は第 III層の 2伯:近くで，須恵器が50り0，一i:f;市器が40%と両者の比率が逆転する。 27日

から天候不!艇が続き，ま1<は泥沼化が a段と激しくなり，除雪と排水に明け暮れ，晴れ間を

見て写真撮影をおこなった 12月 3日から杭打ち，遣 1)-J:j設定，翌 4日から実測を開始した。

12H 9 日"}ト ~7 に入 1). F H65 . 66傘 67ヲF166 . 67付近の第 :J下

げたところヲ F166から叩き渦巻丈のある平瓦， F 167カミ t')は須恵器のが立ったまま

さU，J司国を精査したが11m)]等の遺構はつかめなかった。翌日日は，降りしきる雪の中， S K 

97・98を徐出し. S K97からは第14号木簡が出土した。今冬は降宮量が多しこれ以上発掘

- 23← 
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第四関 第10次発掘調査発見遺構図
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調査を続けることは不可能とな

り， 12月日日に帯物運搬 a テン

ト撤去を行ないヲ第10;失発掘調

を終了した。

この間ヲ 11月29・30日第8回

顧問会議を開き，顧問の新野 a

仁 j 

氏家同先生に現場視察をお願い

し，調査指導と助言を賜わった。

本会議では，昭和52年度以降の

よ 一ω-H 32.6日

体制についても をいただ

J均一
V、/ふ内

2 

4 • 1 .杭列2・その他

1.1事曹反色粘置土 2.黒色炭化絡摺(本器・土誌が幸い1

3.瑠膏灰色粘賀土 4 稽禰色土

5.暗縄色土(援物遺体が多い)

6. 塔オリーフ灰，オリー7~車怠結置土

7、糊灰色粘置土 第1712盟 SK9i実現Ij図

1m 

本調査で検出した遺構は，土

2である。(第16図)

ついて簡単に述べておきたい。 FJライン北壁断面の観察から?第Z層耕作土ラ第E

'

譲

)

土

J

3

J

9

4

4

5

a

 

h
y

下
九
回
d

n
以

討

つH

(7. 5Y R-1むYR毛主)， 第車

(10G Y 411) にわけられる。

/ 

(lOY R ，第五

につL、て述べる。

2)まにわたって箆用されている。当 5 x l~ 871il :: 

;宅さO.507llと長精円形に近い。土域内には，暗縁灰.n音オリーブ灰色の粘質土に，炭化物 e ク

ルミ e植物遺誌などが入っていた。次の時期は，当初のほぼ中央部に 90 x 1. 70 l/l. f架さ

O.3mの規模で?橋円形である c 土繍底面には， とァド片@植物遺体 e土器が 2"'-'3

多量の土師器とCillヲその上に，時青灰色粘質;七がのってし、る。

器@内黒士郎器がみられた。 SK91は第r層期の土lJJえである。(第17国)

SK92土犠 S K91の南側に隣接して， 同時に発見された。 ごと墳の規模は直径1.15 x 1. 06 

m，深さO.12mの円形に近い。ごと域内には黒色炭化物・焼けた木片数点と階青灰色粘質土が入

っていた。士据え内出土土器は少量の土師器，内黒土師器・須恵、器がみられた。 SK92は第五 F属

期の土JJTtである。
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対

上

05xO.合5mラ i宅さ立 14mで

ほぼ円形に近い。 よりや一?

N 棒

ば
太

部
丸

頂

¥
y

、J

u

d

e

 

程

棒

ど

川

十

九

5

丸

め

径

。

たた
る

ょ

っ

し立

朽
が

腐

肩から出ていたかはわカミらなL

一一 H32.30 右~ ~うは?

し

)が北部!の底面

されたつごと器は土15TIT器

i!L 

た口 SK97は第百 一守、

第18国 SK97 場部(左)実測国
ある。(詰181支I

径1.OOxO. 96 mヲ深さO.06mで予(王l室内7f三に:il.i1， ' S く， j:型二L::土

/_1-
KムL 人IJ，み {L二。 S J

J

 期回H
7
1
!
 

初
日
い
み

、 、

る。(第18図)

SL95汚道 この河道は調査!三北担IJにあ 1)， はこ比例n土暗緑灰砂層に?南側(土日音禄))(
1-:面にある。河111日は約3.7mヲ肩から河底部までは東でO.84m，西端では0.80mで句 j可

!まは西から東に!勾ってゆるやかなf11:1，、傾斜をもちヲわずかに蛇行してL‘たο 河道内にはラふ弓

a ヤナギと jEわれる理木や，削り府と思われる木片や植物遺体がみら ~IJこ。

SA96杭J1j S L 95の商端に割材杭3本ー丸太杭2本の杭列がみられた。杭は頂部が二!と西方

iむから南東方向に斜めに打ち込主れており，頭部;土j可道の肩かちわず、かに出ているものがる。

二之，杭の底部は ~ílJ底部にまで達していた。これら杭列を観察してみると，位置が不規則で，傾

斜角度の違いも大きくヲ杭の:たさも不揃いである。 上流からの7判定に抵抗する上うな斜方向に

あるのどがヲどのような機能を果たしたものか，解明することはできなかったっ

SA舘杭手IJ 現状で確認でき 5地点で，相対する杭の「あたり_j{ナ近を した元.ir産

認できなかった。天候不順の悪条件下での作業のため，見失っている可能性もある。便宜上S

.'¥99杭列の名称を東倶，IJの北から南へし 2， 3 ，西側の北から南~-， 4 ， 5， 6とする。杭 1e 

2 . 4は丸太杭， 3. 6は害IJ材杭で. 4はあたりが確認できた。杭間の間隔はヲ 1 . 2 . 3問

:i， 2. 15 m， 2.22 mラ 4・5・6間は2.24 m ， 1. 54 mでヲ 2と4， 3と5間は1.07 mと

- 26-



あった。この長さから， 2. 3と4 • 5， 2 • 4と3 • 5間はほぼ等しいから相関関係にある

と考えたL、し， 1. 6も位置からみてヲ関連する としておきたいが， 1 ヂリ方

i白Ji)'らわずか，- してL、ることは不自然である。

S A99の機能はラ当初SA99周辺に何らかの建物跡があるのではなかろうかと精査した;j・V

も重な〆コて確認できなカミったの又 SA99;土SL95iこ近L にあり，これに付

る施設かとも居、われるが? マハ
U

なL、。 Sj¥99北部! S L951斗;こも関

吋ハ
V なかった。 SA99は第自 につかめな方、.--;tこ3

SX93そむ龍 つ花
戸
町

.unv 
Anu 

-
J
 じ木花+

J
 

由伊ご「ζ」

d
戸に」
d
つ，山
“
 

〉
〈《ハH
V

守

l
ム 南部.IJのわず己主東

之.J.二 fll{.~O. 44ηL，長さO.90m，i架さO.む5mのj蒋が付く。 Jjl土 F叩ミ←二ー二 3午
iよ il-;)ミ， -0  

5豆94そO)f患 遺構規模;土2.10x 1. 60 mラ深さ立05rn の不整長方形である。 t[jl~士

ムマ;i;士遺物はなかうた SX93ラ94;土予第 1111再期の遺構である。

3 出土濯物

( 1 ) 屠序完Ij出土土器

土器は各層からUj土しているが，第]層は耕作による提言L層で，小破片が若干出土している

でけであるので省略する。

第E層出土土器 (出191ミ1.1三!日立24)

!て(;市器が圧倒的に多く II\~+: したの

土師器

;不 (1~ 3) 浅黄校色ないしにぶ¥，..iを色を呈し，砂粒が混入しているが焼成は呉好， [Ijj転

刀 口径比{土L、ずれも仏38である、(1)は j_] ケロ 川部が浅い沈線状をたして

ぉ:).(2)は内外両面に事班が見らU，(3)は底部内面の中心部に黒褐色の物質が付着してL、る。

(5.6-8) は小形 している。(めは口径11.5c/II， 器高10.4c九底径6.2

かに立ち上がるものである。

を旦し，煤が付着する。焼成は良好で、ロケ口調

Clll~ 誤IJ る。 (8)は I-~

鍋 (9) 内面iは;こぶL

されてL、る。口径は39cIII程と推定される。

須恵器

(4) 灰色を皇し， flf:i土に大きめの砂が多いが，焼成は良好である ο 回転糸切りで底径

- 27 -
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呂

む 10cm 

第四国 第立麗出土土器実測酪
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の口径;上七は0.41である。

長頚査 (7) 球形にふくらんだ体部から頚部が外反しながら立ち上がる。体部と頭部の境

には粘土紐張り付けによる突帯-が設けられている。胎土は細かし、がタ器肌はザラザラしており

内面に粘土紐巻き上げ痕が明瞭に残る。

E 

n J語同様，

(第20図E 図版25)

多く出土した。

4
1よ
一守一・よnu 

--i-
ァド
らペ
l 与母;ゴ;

γ-，苛
2どさ三L♂ラ 、くぶん外側にふくらみながら立ちとがり口

い末端、では内部!に少し

帥は浅黄授色を呈L 胎土に砂粒が多い

明りで今 口 39である

、。{本部が外方にわずかにふくらん

で立ちょがわ先ぽそりの口縁部に至る。底径の口佳比はヲ 0.48である。

小形鵠紳と大形(l6~ にわけられる。同の外面には調整時の工具によ

ると思われる，浅い斜線が数段見られる。約)はログロ調整後ヲ体部を手持ちへラケズ 1)L 

は22c7Il前後と思われる。悌はロクロ調整後ヲ外面に縦方向に昂1]毛調整しヲ口縁部をヨ

コナデしている。口底部にはへラによるおさえがあれ稜線を形成している。一般に砂粒の混

入が多くヲ外国 している。

議恵器

(12 . 13) (l~はにぶ L 、黄澄色を呈する o

;)離しで，底誌の口在比は0.38である。 M)(土灰

回転;糸切り離しでヲ底径の口後比は0.49である。

第E麗出土土器 (第211il.図版26)

1111土数が少なく，図示し得るものは 2点!こすぎない。

は微細で，焼成は良好で堅い。回転糸切

を呈L，胎土は細かくヲ焼成良好である。

土師器

杯帥 淡黄色を呈L，胎土には細かい砂粒が多く，焼成はやや不良で、ある。回転糸切り

{支の底面に， 1本のへラ描き刻線が見られる。 震窪の口径比は0.42である。

須恵器

防 灰色を呈し，胎土は微細でヲ焼成も良持である。体部内面下半に墨が付着しヲ底

ItIlは層減しており，硯として されたらし L、。底在は小さくラ口径比0.31である。

第有麗出土土器 〈第22国，毘版26• 27) 

土n市器翁 している c
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第20図 第II'層出土土器実測図
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土師器

杯 (23--26) 鱒は内黒で，底部を欠くが体部には

両面に横方向のへラミガキがなされている。例は外面

は淡黄控色を呈し，内黒でヲ底部内面に不定方向のへ

弓ミガキがなされている。回転糸切り後に高さ 5脚 l程

の高台を付し，台部内側をナデている。ぬは淡授色を

呈し，胎土に砂が混入するが，焼成は良好で竪く. IEJ 

転ヘラ切り離し後ヲ体部下半と底面の半ばまで回転へ

ラケズ J)をほどこす。高さ2.7r:1II， 底径の口径比0.63

である。偶;土口縁部が大きく外反するもので，こぶい

色を呈し 9 焼或は良好で竪くヲ 砂粒の混入も少な

、、。底設の口径比はO.35である。

G 10cm 

第21詔 第理窟出土土器実認密

(33~35 ) 口縁部が外傾して先端がわずかに内傾L，先細りにたるものゆ， I:J后部に沈

あるもの倒，横方向に大きく外反しラ先端の内面にふくらみを持つもの同などがある。ロ

ク口調整後， f本部内面にhtlJ毛調整がなされてし、る。

3頁悪器

杯 (27・29. 31) 納悌は灰白色を呈しヲ 回転ヘラ切り， 底径の口径比はそれぞれ0.67，

0.57である。例は灰色を呈L. 日台土は極めて却iかく，回転糸切りで，底径の口径比は0.47であ

心コ

高台杯 (30. 32) 帥は11，，]転ヘラ切り後， ?高台を付し，底部周縁に回転へラケズりをほどこ

している。仰は高官から{本音1)がL、くぶん丸みをもって立ち上が h 器体の半ばで稜をなして屈

折しラゆるやかに外反しながら 11縁者1.¥に主る c 高台はほぼ直立する台部の先端が先ぼそりにな

:}つつ外側へ張り IUし，台部内端部がわずかに浮き上がって稜を形成する。底部切り離しはは

っきりしな:、。

花瓶同 現i出20.3可IIIをrWJる。縁灰色を呈L，低音11より 5CllI程の笛所に粘土紐巻き上げ

出が見られる。 内外両市に p クロ成形痕を残Lラ切り離しはl可転糸切りである。

(2) 遺構完IJ出土土器

SX90出土土器 (第231火L刊行坂27) 

遺構{士確認されなかったが， F 166・67，F J 66・67付近から集中して発見されたものであ

ぺ'J"

土師器

- 31 
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第22圏 第百麗出土土器実測図
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杯 (36• 37) 悌は淡黄詮色を呈しヲ胎

土。焼成ともに良好である。 回転糸切り

で，底笹の口径比は0.41である。制は内面

持色，外面黒褐色を呈し，飴土に砂粒が混

入するが，焼成は良好である。口縁部が外

皮しつつ先細りとなる。回転糸切りで，底

窪の口箆比はは0.37である。

警締 にぶL、鐙色を呈しラ内皮ぎみ

の体部から口蘇部が屈折して外圧する。タト

面;土縦，内面は横方向に昂1]毛調整さjし外

出口縁部はヨコナデされる。 昂IJ毛自工

のl揺は，その末端の痕跡からラ 2 cmを誤IJる。

焼成は良好で堅い。

SK91 出土土器 (第24図，図版28)

杯 (39. 40) 締にぶい黄澄色を呈し胎

土に砂粒を混入するが焼成良好である。回

転糸切り

で，底佳

の口f壬比

は0.39で

ある。両

国に黒班

が見られ

る。倒全

国が…様

;こにぶい

澄色を呈

し，胎土

焼成とも

に良好で

。
第23毘 sx部出土土器実溺菌

41 

。

ある。回 第24図 5 K91出土土器実測図

-33-
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転糸切りで，底佳の口径比は0.35である。

帥 浅黄澄ないし灰褐色を呈し，両面及び口縁部の断面に1慌の、;付着している。内傾す

る体部から口縁部が外反 L. 屈折点は浅L 、沈線~t犬を呈する。焼成は良好， ロクロ調整による。

鍋同 灰白色を呈L.胎土に小石を混入するが，焼成は良好で、堅い。口縁部に太い沈線

り91保は付着していなL、c ロクロ調整による。

S K 92， S X 93 . 94ヲ SL95， S K97 98から しているが.IJ、破

片のため，図示し掲ーるものはなL、。

(3) そむ散命遺物

砥高 (第25r~と143"-'46 ，図版28) 

さ14cmヲ 6 Clllで，ニ面 ぁi)主(ニ縦方Irl];ニ走るがラ

るいは左上か に走る 二宮勺 ーミ〉 、 さ10.5cl/.ら IIJ高5.5Clll で1I~I ITû

されてし、る他ヲ にも

4.5 c札 さ2cmで，二i面を使用している c

ある。偽は長さ 9c万19 招

ある凸帥は上部中央に

穿孔のある携帯用の砥石である c 二百を使用しておりラ石質は緑色凝灰質泥岩である。

鐘紡寧 (第25位147，I三j版28)

表裏は不定方向の擦痕が見られ?よく研磨されてし、るがp 外周は荒く削り取られておりラ平

ている c 岡田から穿孔されヲ孔径は中央部で 8111111を測る。 直設は6.5cm設と推定さ

れる。石質は縁色凝灰質泥岩である。

瓦 (第25図48，図版29) 

平:立が10点，メL支が 1点出二としている。¥、ずれも小破片であるが，司王瓦は内面に布目痕，外

国に格子宮叩き痕があり，丸瓦は内面に布自痕，外国Iは無文である。締の平瓦は灰色を呈し，

クト而に左回りの渦巻き日pき痕が，はっきりしたもので 3個，他に明瞭でないが5個見られる。

什面には布目痕がある。

下駄 f第25国49，図版29) 

祇22.5cm，横推定13.5cl/Iを測る連歯下駄である。隅丸長方形を塁し，歯部は使用によって磨

ラ欠損している。前緒孔;ニ接してヲ によると思われる浅い円みがみられる。

木簡 (図版29) 

第12号コ口

長さ13.1cm，幅2.1cm，厚さ0.55cm。両端が欠損している。第百層出土。

第13i} (解ブJ
コロ申請口仁

長さ7.5clIl， 11I話2.17cm，厚さ0.34clllo 両端が欠損している。第NJ露出土。
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ゴ
コ
表

長さ11.1clIlァ幅1.36clIl， 厚さ0.25('111。阿端と右半分が欠損している。 SK97出土。

)まとめ

1 中ー
しノ/._。

器fm 
土

と

盟日

l

hJ

今一

J

¥

ム吋
i

つ

被

よ

1し'」ザハv見ふど

は，

主ずヲ

ごとの杯全{田洋数;こ占め

る，土師器'

表 1のようになる。

杯底部の切り離し技法はラ回転糸切り

と回転へラ切りがあるが，技法の明確な

ものの量を見ると，表2のようになり，

第百層のみが，他に比して大きく呉なっ

ている。

17ヨ黒土師器が層序ごと

める割合は，上層になるに従L、海i次減少

する傾向がある。 3 ) 

杯及び蓋で，回転ヘラケズリ，ヘラミ

ザキ等の再調整のあるものはヲ第Ill.N

層に多L、(表 4) 

遺構別杯底部出土数，砥石銭，}ド a

克・下駄の出土点数は， (表5) (表6

)のとおりである。

表5 土器総数に占める内黒土師器出現率

と砥石ー 告瓦 e下駄 e木簡が/1¥士

られる。

表3 持底部(J)器種別出窺芸事

I~~下\終\的¥ 上師器 同町時器 i
u 3 !l 

、、! 
~);1 () 100 

II 458 88 8 11 52:"1 100 

11' 276 11 9 3、 72 20 357 100 

ITI 63 62 3 I 3 36 ;)5 102 100 

日l 82 41 13 6 106 53 201 100 

3 22 1224 100 

表ヰ 杯底部切り離し技法別出現率

ηf 
nM 

f
寸

1一フへ
一広町巴

。 (，/{)) 。 (fXl) 

100 
;¥5 

百 I 492 

日7
1¥1 δ7 

10:)2 

表6 再調整のある土器数
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表7 i章構別杯底部出土数 表8 畿石・訪鍾車・瓦・下駐・木簡出土数

二訟と!!士白lli 器 内黒土師器 須恵器 1同¥!?とi宣遺情物¥ 砥石 紡錘車 瓦 F駄 木簡

S X90 69 2 6 77 

「

S K91 84 。 3 87 
E 2 

S K92 4 o l 5 
11電 2 

S X 93 3 2 6 

田 2 2 

S X 94 o 。 。 。
1¥1 4 

S L 95 14 () 4 18 

S X 96 。 。 。 。 S K 91 l 

S Iく97 同‘〉 () 4 
S L 95 

S K 91) 1 () 6 i 
S K97 

177 3 26 206 計 4 11 J F3 

4妻小

1 タト郭南門から内郭正面に通ずる範囲には，道路およびSL95の矯脚などとみられる遺構

;土確認できなかった。 SA99は， S L95の南側しか発見できず，外郭南門跡 (SB 57)の南北

中軸線より西側に寄ることなど，橋脚として積極的に理解することができなかった。

2 十l屈はSK91 . 92とSK97. 98のグループに分けられヲ前者は第日百期，後者は第N層

期の遺構であるつまた. S X93・94は，第7次発掘調査のSK64と距離も近く，位置 e規格の

不統一・埋土・深さなどから同種の遺構と思われる。第亜!醤期であろう。第 4・5号木簡を発

えしたSK60 も第E に{半うらし L、。これ とすれば，第藍 ら9-1立

紀中葉とされるから，第Ni画期はそれ以前ということになる。出土土器および第14号木簡の年

代を推測する手がかりが得-われたことになる c 出土土器についてはラ整理を完了してL、なトの

でその概要を中情報告とした。

土地の発掘例はまだ乏しいが，遺構内 らその性格が理解できないだろうかc S K 

91からは，植物遺体・炭化物騒があ i)，土器量も多い。 SK97からは，植物遺体・炭化物・木

簡(焼けていなし、)・土器が出土してL、る。土坑内出土土器のうちSK91・97・98から内黒土

部器， S K91・92・97・98から 少量出土しているほかはすべて土師器である c

日常生活に使用されたそノの廃棄の場であり，火の使用もおこなわれていた。火の使用;土，廃

棄物の焼却にかぎらず，土器生産の場の可能性もあると考えている。
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警第号

払田柵跡の内郭線構造については，第 2・3・9次発掘調査により，実態がほぼ究明された

といえる。 しかし内郭繰の位置については会北側の一部が確定したが，南側jについては9 第3

次発掘調査の(B)地点しかわかっていなL、。長森丘陵南側の東西に走る道路は拡幅舗装工事が予

さ才もているので 9 となってきた。

第9次発掘調査と既往の調査の成果と課題を要約すると次のようになる。

1 つ は，内郭北門跡と角材列は 2時期の建て替えがあったc}

置を南側に移していた。第 9次発掘調査ではラ角材列と築地が連続した施設であること

された。角材列は南側に建て替えがあわ築地は崩壊後その中心線が柵列の基礎とし

されてし、fこO これら から考えて，この重複する 2時期の 内郭線全体の大が;いり

な工事であったことを裏づけている。

2 角材列が築地の中心と接続していたことは，両者が同時存在だったことである。この

実は，角材列が内・外を区画し，視覚的に地上表現された物体としても，同保な機能を果しう

る施設だったことになる。 L、し、かえれば，角材列は築地にかわりうる施設であるということ;こ

なる。角材列と築地と Lづ施設構造の相違は，基礎地盤が泥炭地と丘陵地と1，、う質的差異によ

るという理解に一面の妥当性があると考える。

3 角材列と築地の高さが!可ーか否かが問題となろう。築地の高さは，基底!揺3mとしてど

})位になるのだろうか。延喜式の数式をそのまま使用できえないにしてもヲ約 5~6m と

されよう。従ってヲ角材列の高さも築地と!司じ高さだとすれば写おのずと決まる。この結論止

さらに検討してみたい。

4 9i大発掘調査では，角材底面に礎:板 e あっ 第2i大発掘調査ではみっかりて

いなL、。また，角材がわずかに前後左右に傾斜しているとはいえ，底部から大きく傾斜しあき

らかに倒壊したような状態は観察できなかった。この状態は，第2次・第9次発掘調査 l.')観察

情果 :J~一致した。(注 1 ) 
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2選

タト郭南門北ff:lJJの

l 外事I~i有門から

2 土域およ

3 土j脆からは，

れそうである。

を要約すると次のようにたる。

る正面と思われる範囲にはラ道路@橋)J却などの遺構はなかった。

より西側に多い。

どよu土遺物が多ャ。土坊ii群が遺跡解明の手がかりを与えてく

4 上記 1~ 3の状況から，例えば木簡を作成・廃棄する機能を有するがe

あるのではたカミろうか U 第 7 c 

摘する必要が/1¥てきた。

の西側あるいは外郭南門助:の東部!を継続し

5 土器のrljこと;塁;は， i!u lV層では安建:器が多いがヲ第1!IJ語以上で、はしだい"

ンにきくなる{項11'立にある。 (j主2) 

j主1 工藤雅樹 1973: r東北古代史と城拙iJJ 13本史研究第136号 ( IIB和48if)

注2 Ji~~城県多賀城跡調査研究所 1973 : r多賀城跡第15次発掘調査考察」 多賀地~昭和47年度

完投1¥調査慨報一 宮J成県多賀城跡調査研究所年報1972 (ng干1]48年)

!j、i21EJこ 1976: rll日和50年度秋田城跡発拙調査概説 考察 (3)出土土器についてJ I昭和50年

度秋田城跡発抑調査概報秋田市教育委員会 (昭和51年)
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四

官 現地説明会的関穣

昭和51年8月28日

9次発掘調査について 船木義!鼠畠山憲司

立 諸国体主濯講演会等へ母協力

門戸
一
会の名称 題 同

μ
T

山山巾

h
h
H
 

、王 i崖

p
h
u

円

h
U

円

。

門

J
S

ヴ
d

8. 

9. 

3. るさとの歴史と文化

3 発措調査への協力

(1) 大湯環状列石

① 所在地 秋田県鹿角fli大湯
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ロμ期

協力員

9 IJ 27日-10J] [) I1 

岳山

第3田東北古代城楠@営関遺跡発掘担当者会識の関鎧

① H 11寺

② Hj}- )iJr 

5 昭和51年度顧問会議争開催

6[可lJr[@百

:'f') 7 fi;j顧問

お8[1可顧問

t1?5手1]51年 8;::J30号 31H 

秋田埠払

(1 ) 築jむの

秋同

年7}-J 5， 6 kl 

昭和51年8月24，251~1 

u日手1151';ド11n 29， 301] 
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図版2 1 発錨地点の航空写真 2 発錨地点の遠景 (~t t>碕)
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図版3. 1 第9次発信調査全量 (東砂酉) 2 周 (i!!j.砂東)
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払間禍跡調査事務所要項

五組織規定

2 m龍

3 ill賀

秋山県教育委討会行政組織規則

第6条(地点機関の設置)

第7条 文化ぷのfi庁学事務は，次のとむけとする。

8 払fR+IIU跡調査事務所に関すること口

お8~会第 2f買

払出1;11日跡調査事務所の所卒事務は，次のとむりとする。

史跡払 I~日柵跡の発掘むよびこれに í'P-う出土品の調査研究に関すること。

員

1哉

戸庁 長

L (壬 i:: Ej3: 

こと

ー一-マHー・

11)，品 r1{ 

調査補佐Ll

!モ1川百j よノイ1ミ. L 1 

~i~ I~I 補助 il

間

氏 名

山崎

IILJ 1m )t 犬

，-I-J ?~ 'f佐 Hi':{

十1:主 ln' 
船木 』券

(o ILj 7司

牒 rn 勉

.J'I巳干Ij J¥ 

小ニE 一;寸f長ー

小!会L1(~ W~ 

千葉型代

(11日干!I521f.:3 ) j現在)

備考

文化課長兼務

丈化深 萩務

文化課 萩務

県 if~ 博物宣務

よ化調 与

1I日干rlG1;ド1支払IH柵跡調;在均所の姶掘・調査iiff究を適正に実施するため， hWII¥jを委嘱した己

IrWIIlJ 新型古(秋|土!大学教育学ムf/S教授 [:IJ-代史学)

!r~([ nu 氏家干[I~I~ (山城県多賀城跡調査研究所長 考古学)
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